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パターン形成にいかなる形で寄与するか, 図1 孟莞窟謂 訂 孟話語雪禁 芸孟霊長条件 (過
過飽和度,拡散係数,初期の結晶サイズ等の条件 を変えるこ とに よ り議論す る｡具体例 として,
円形の初期結晶から出発してフアセット(プ リズム面 )が発 達 す る様 子 を取 り上 げる｡ただ し















































































ここで,osi:I12上の着目点 乙での表面過飽和度,q∞ :I11上での過飽和度勾配, 6*:△0*




















7n-3･0×10-23g,K-1･38×10-16ergde√1, a -4･5×10-8cm, xs-400d,Ne-2･95
×10~16cn｢3, V｡-3･25×10d23cm3,p｡-1･03×103dyn/cm2遠方(Il)と初期円形結晶との
比R/r0-1000とした｡
図6は,半径 10-3cmの円形初期結晶からプリズム面が発達 していく様子である｡ 遠ー方の
過飽和度 o∞-1%,拡散係数D-447cm2/ sec (空気圧 0.3Torrに対応 )とした029秒
後には,成長速度の小さい面すなわちプリズム面に完全に囲まれた六角形となっている｡図7
は,同じ条件で遠方の過飽和度 6∞-10%とした時の結果である｡ o∞が大きくなったため



















図 9は図6の結果 と同じ条件で,半径の初期値 を10~2cmとした場合である｡ 結晶サイズ
が大きくなったため,表面-の水分子の補給はサイズが小さい場合に比べ困難 となる｡従って
表面過飽和度 os は小さくな り,成長速度は小さくなるが, 395秒後には六角形 となっている｡
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図8 D-0.22cm2/ sec, --1%,
3r202=蒜 0二93.TglO,h6莞窟 "!E2湯
の形である｡








数 β(♂)の値が極端に小さくなる方位 β-Oo,±600,±120 0, 1800をを向いた面に対応
する｡またその方位でのβ (♂)の値 βh (図3の点線 )が大きいほど,♂ ( ♂)の異方性が
小さくなる｡ph が表面過飽和度 osの増加関数であることを考えると,(2)表面過飽和度 os























←6ー 表 面 の 手去 長泉プヲ向
抵那 dを大きくすることがわかるoその結 図10 拡散境界層の厚み∂を示す模式図
果, βd''Bkとなるならば (霊)
V二NevcDow/∂ (16)
























∂Zニ ー qk2α∂Z (甲:界面の易動度 )
から,緩和時間 TはT~1-k2印 で与えられる.逆に物質(あるいは熱 )の輸送過程が律速の
場合,環境体中の拡散ではT-1∝ k3,表面拡散では 了 1∝k4となるo(1)
結晶のように異方性がある場合,平衡形は表面エネルギーが最小になるように決まりα(♂,
?)の極図形に尖頭ができるとフアセットが表われる｡この場合には復元力を考える際に, α
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